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論  文  内  容  の  要  旨  


















マーカーであるionized calcium-binding adapter molecule 1（Iba1）、アストロサイト
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論文審査の結果の要旨 
 
 本研究は、ラット咬筋神経切断後の三叉神経運動核におけるグリア細胞の動態を検討した。その結果、
ミクログリアとアストロサイトは神経切断後活性化し損傷ニューロンの近傍に集積するが、その時期は
アストロサイトの方が遅れる。さらに、アストロサイトは損傷ニューロンとミクログリアとの間に突起
を伸ばしていた。ミノサイクリン投与によりミクログリアの活性化を抑制すると、ミクログリアのみな
らずアストロサイトの活性化も抑制されたことからミクログリア・アストロサイト間作用の存在の可能
性が示された。以上は、中枢神経系でのグリア細胞はニューロンの支持のみならず、様々な情報伝達に
関与するとともに、損傷ニューロンの修復・再生に関与している可能性を示すものであり、博士(歯学)
授与に値するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
